
６
月
25
日
「
第
二
回
ヴ
ェ

ル
ビ
ュ
麻
生
亜
麻
ま
つ
り
」

が
ヴ
ェ
ル
ビ
ュ
麻
生
（
北
35

条
西
７
丁
目
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

祭
り
当
日
は
、
予
報
ど
お

り
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
、

亜
麻
の
花
は
開
か
ず
亜
麻
花

壇
の
鑑
賞
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
会
場
に
は
、
お
手

伝
い
の
方
を
含
め
、
約
60
名

が
来
訪
さ
れ
、
各
種
資
料
や

ビ
デ
オ
の
閲
覧
・
観
賞
、
亜

麻
そ
ば
・
飲
物
（
無
料
）
を

楽
し
み
な
が
ら
住
民
相
互
の

交
流
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
江
別
で
亜
麻
栽

培
か
ら
亜
麻
繊
維
の
採
取
、

亜
麻
糸
の
作
成
ま
で
を
行
っ

て
い
る
工
房
「
亜
麻
音
」
小

野
田
由
美
講
師
の
ご
指
導
の

も
と
、
参
加
者
に
糸
車
を
使

用
し
た
「
亜
麻
糸
の
作
成
体

験
」
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

７
月
９
日
（
日
）
旧
東
裏

小
学
校
（
石
狩
郡
当
別
町
東

裏
２
７
９
６
番
地
１
）
に
お

い
て
第
10
回
北
海
道
亜
麻
ま

つ
り
in
当
別
が
開
催
さ
れ
、

今
年
も
あ
さ
ぶ
亜
麻
保
存
会

が
「
麻
生
商
店
街
振
興
組
合

が
開
発
し
た
亜
麻
そ
ば
乾
麺
」
、

「
麻
生
商
店
街
と
藤
女
子
大

が
コ
ラ
ボ
し
て
開
発
し
た
亜

麻
ク
ッ
キ
ー
」
、
「
ボ
タ
ニ

カ
ル
ア
ー
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

粂
川
久
美
子
さ
ん
の
「
亜
麻

の
絵
ハ
ガ
キ
」
の
販
売
を
行

い
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

2
0
1
5

年
度
に
、
同
年
度
か

ら
５
年
間
の
札
幌
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
施
策
の
指

針
と
な
る
中
期
実
施
計
画

（
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン20

15

）

が
策
定
さ
れ
、
北
区
で
は
、

地
域
活
動
を
活
発
化
す
る
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

「
北
区

の
歴
史
資
源
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り

組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

2
0
1
6

年
か
ら
、
北
区
の
亜
麻

に
関
す
る
歴
史
を
伝
承
す
る

た
め
の
記
録
冊
子
を
作
ろ
う

と
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

北
区
地
域
振
興
課
の
支
援

を
受
け
、
あ
さ
ぶ
亜
麻
保
存

会
の
メ
ン
バ
ー
と
さ
っ
ぽ
ろ

青
少
年
女
性
活
動
協
会
が
協

力
し
、
亜
麻
記
録
冊
子
作
成

実
行
委
員
会
（
会
長

宮
崎

正
晴
）

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
歴
史
を
つ

な
ぎ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

「
小
学
生
の
副
読
本
」
に
な

る
よ
う
な
冊
子
を
目
指
し
て
、

取
材
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
に
は
、
和
光

小
学
校
の
先
生
や
麻
生
に
親

交
の
深
い
元
新
聞
記
者
の
方

に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

亜
麻
工
場
の
あ
っ
た
敷
地

の
外
側
（
麻
生
町
１
丁
目
か

ら
８
丁
目
）
を
ブ
ラ
タ
モ
リ

の
よ
う
に
、
昔
の
地
図
を
み

な
が
ら
歩
い
た
り
、
工
場
に

い
た
方
を
訪
ね
て
取
材
を
し

て
い
ま
す
。

会
議
は
、
今
ま
で
で
14
回
、

章
立
て
を
行
い
、
子
ど
も
た

ち
に
理
解
し
易
い
文
章
を
先

生
と
と
も
に
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
心
に
に
響

く
冊
子
目
指
し
、
実
行
委
員

会
を
重
ね
、
来
年
度
の
完
成

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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第
10
回
北
海
道

亜
麻
ま
つ
り

in
当
別

ヴ
ェ
ル
ビ
ュ
麻
生

第
２
回
亜
麻
祭
り

亜
麻
の

記
録
誌
づ
く
り



軍
需
の
た
め
、
か
つ
て
道
内

で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
た
亜
麻

（
あ
ま
）
。
約
半
世
紀
前
に
姿

を
消
し
た
が
、
近
年
復
活
の
兆

し
を
見
せ
て
い
る
。
16
年
前
に

当
別
町
を
中
心
に
栽
培
が
再
開

さ
れ
、
亜
麻
仁
油
を
絞
っ
て
商

品
化
さ
れ
て
い
る
。
豊
浦
町
で

は
こ
の
夏
、
リ
ネ
ン
を
織
り
、

ワ
ン
ピ
ー
ス
に
仕
上
げ
る
「
リ

ネ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま
っ

た
。

豊
浦
町
で
８
月
、
亜
麻
の
繊

維
講
座
が
開
か
れ
、
同
町
や
近

隣
の
女
性
５
人
が
参
加
し
た
。

伊
達
市
の
亜
麻
ク
ラ
フ
ト
作
家

三
上
美
祈
（
み
お
り
）
さ
ん

（
47
）
が
講
師
と
な
り
、
亜
麻

の
歴
史
や
栽
培
な
ど
を
解
説
。

茎
を
ロ
ー
ラ
ー
で
し
ご
い
て
繊

維
を
取
り
出
す
作
業
に
挑
ん
だ
。

２
回
目
は
糸
車
で
糸
を
紡
ぎ
、

３
回
目
に
は
糸
車
の
ス
ト
ラ
ッ

プ
を
作
っ
た
。

１
束
３
０
グ
ラ
ム
ほ
ど
の
亜

麻
の
茎
か
ら
取
り
出
せ
る
繊
維

は
３
～
５
グ
ラ
ム
。
す
べ
て
手

作
業
で
、
延
べ
１
０
時
間
以
上

か
か
っ
た
。
地
道
な
作
業
を
笑

顔
で
こ
な
し
た
参
加
者
は
「
楽

し
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

三
上
さ
ん
は
10
年
前
か
ら
亜

麻
を
栽
培
、
紡
い
だ
糸
で
編
み

物
の
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
小
物

雑
貨
を
作
っ
て
い
る
。
「
繊
細

な
が
ら
芯
が
あ
る
。
花
は
か
わ

い
く
、
実
に
は
栄
養
が
あ
り
、

茎
か
ら
は
繊
維
が
取
れ
て
捨
て

る
と
こ
ろ
が
な
い
。
手
作
り
す

れ
ば
機
械
で
作
っ
た
輸
入
物
に

は
な
い
味
が
で
る
。
地
元
の
歴

史
に
も
つ
な
が
る
」

講
座
を
企
画
し
た
の
は
、
町

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
菅

野
小
織
（
さ
お
り
）
さ
ん
（
42
）
。

仙
台
に
住
ん
で
い
て
東
日
本
大

震
災
に
遭
っ
た
。
自
宅
は
半
壊
、

沿
岸
の
施
設
に
い
た
父
は
逃
げ

る
途
中
に
津
波
に
の
ま
れ
て
亡

く
な
っ
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

断
た
れ
た
生
活
が
１
カ
月
余
り

続
き
、
自
分
で
作
る
こ
と
の
大

切
さ
を
知
っ
た
と
い
う
。

震
災
後
、
洞
爺
湖
町
に
移
住
。

カ
フ
ェ
開
業
や
農
業
手
伝
い
な

ど
を
経
て
、
今
年
５
月
か
ら
豊

浦
町
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

に
な
っ
た
。
豊
浦
町
で
の
起
業

を
め
ざ
し
て
お
り
、
町
内
に
は

衣
食
住
の
う
ち
、
「
衣
」
が
足

り
な
い
の
で
は
、
と
考
え
た
。

も
と
も
と
自
然
素
材
の
リ
ネ
ン

は
好
き
だ
っ
た
。
「
自
分
で
リ

ネ
ン
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
が
つ
く
れ

た
ら
い
い
ね
」
と
思
っ
た
の
が

始
ま
り
だ
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
豊
浦

町
へ
の
移
住
者
仲
間
で
新
規
就

農
の
イ
チ
ゴ
農
家
渡
辺
博
之
さ

ん
（
49
）
や
同
じ
協
力
隊
員
の

大
橋
三
千
雄
さ
ん
（
54
）
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
夫
妻
が
参
加
。
渡
辺

さ
ん
の
休
耕
地
１
０
ア
ー
ル
ほ

ど
で
種
づ
く
り
か
ら
始
め
る
計

画
だ
。

渡
辺
さ
ん
は
、
農
業
を
中
心

と
し
た
地
域
づ
く
り
が
し
た
い

と
、
２
０
年
働
い
た
東
京
か
ら

移
住
し
て
き
た
。
「
地
域
の
歴

史
や
伝
統
が
ム
ラ
お
こ
し
に
つ

な
が
る
。
過
程
を
楽
し
み
な
が

ら
続
け
た
ら
参
加
者
も
増
え
、

交
流
が
活
発
に
な
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
も
で
き
て
い
く
の
で

は
」
と
期
待
す
る
。

一
方
、
先
進
地
の
当
別
町
で

は
２
０
０
１
年
、
農
家
が
札
幌

市
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と

手
を
組
み
、
亜
麻
復
活
の
取
り

組
み
が
始
ま
っ
た
。
種
子
か
ら

亜
麻
仁
油
を
絞
り
、
０
５
年
に

「
亜
麻
仁
油
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」
、

翌
年
に
亜
麻
仁
油
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
を
発
売
。
薄
紫
色
の
花
が
咲

く
７
月
初
旬
に
催
す
「
亜
麻
ま

つ
り
」
は
今
年
で
10
回
を
数
え

た
。当

別
町
で
は
今
年
、
４
戸
が

約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
無
農
薬
に

こ
だ
わ
っ
て
栽
培
し
て
い
る
。

開
花
後
の
除
草
は
手
作
業
だ
。

「
み
ん
な
が
作
っ
て
い
な
い
も

の
を
や
り
た
い
」
と
話
す
町
亜

麻
生
産
組
合
組
合
長
の
津
崎
弘

樹
さ
ん
（
43
）
は
、
小
麦
の
輪

作
と
し
て
始
め
て
15
年
。
「
収

益
も
安
定
し
、
や
る
気
が
出
て

き
た
」
と
語
る
。

昨
年
、
栄
養
機
能
食
品
と
な

り
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ

ら
れ
、
津
崎
さ
ん
も
出
演
し
た
。

無
農
薬
で
国
産
の
希
少
な
亜
麻

仁
油
を
使
っ
て
い
る
の
が
う
け
、

売
り
上
げ
も
伸
び
た
と
い
う
。

商
品
開
発
を
手
が
け
、
販
売
を

担
当
す
る
内
藤
大
輔
さ
ん
（
42
）

は
「
知
名
度
が
上
が
り
、
地
に

足
が
つ
い
て
き
た
。
今
後
は
繊

維
に
も
利
用
し
た
い
」
と
話
す
。

戦
前
と
は
違
い
、
生
活
を
楽

し
み
、
豊
か
に
す
る
た
め
の
亜

麻
と
し
て
復
活
を
し
て
き
て
い

る
。
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亜
麻
、
復
活
の

兆
し
（
朝
日
新

聞
か
ら
転
載
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

菅
野
小
織
さ
ん


